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羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）
　６月25日（日）、ホテル花月で開催しました。
　事前に募集した自由題の部には、全国の 674名から
2,382句の応募があり、大会当日の席題の部には、『螢』
『蟹
かに

』『老
ろうおう

鶯』という席題のもと、214名が投句。
　選者には、本市ゆかりの黒田杏子先生をはじめ各方
面でご活躍中の５名の先生方をお招きしました。

　また、「梟
ふくろう

」主宰・矢
やじまなぎさお

島渚男先生による講演会、「芭蕉
は『わび』『さび』にあらず― ｢おくのほそ道｣を読み了

お

えて見えてきたもの―」が開催されました。
　受賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦・特選
のみ、敬称略）

第 28回 問黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（文化振興課内）
　（９８）３７６８

●現在建設中であります新庁舎開庁後の湯津上庁舎の利活
用について、施設の市場性や民間企業が参入するための条
件などを直接事業者から聞き取ることを目的として、施設
の利活用に関する意見を公募するサウンディング調査を実
施します。
●対象となる施設
大田原市役所湯津上庁舎の執務スペースの一部
住所　大田原市湯津上５番地１０８１

　政策推進課　Ａ２階　　　 （２３）８７０１

●主要日程
８月１日（火）募集要領公表
８月 18日（金）質問受付締切
９月 29日（金）申込受付締切
10月 10日（火）～ 10月 20日（金）までに調査実施予定
本年度内に調査結果を公表する予定です。

※調査に係る詳細事項（調査内容、対象施設や日程など）は、
市ホームページをご覧いただくか、担当課までお問合わせ
ください。

庁舎建設後の湯津上庁舎の後利用に係るサウンディング調査を実施します新
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